阿修羅像
国宝

734年につくられたこの素晴らしい作品は、日本の仏像の最高傑作のひとつとして世界中で知られている。6本の腕と3つの顔を持つ阿修羅の像で、仏教において煩悩を司る半神半人である。高さ153.4cmで、麻紐に漆を塗り重ねた乾漆造で、内部は空洞になっている。
阿修羅はヒンドゥー教の神で、仏教に取り入れられ、憎悪や怒りを司る神として知られている。筋骨隆々とした姿で、赤い顔に牙を持ち、武装した神の姿で表現されることが多い。しかしこの像は、正面の顔は哀れな、悔恨の表情で表現されており、右側の顔は下唇を噛み、憤りの表情を見せている。
コンピューター断層撮影（CT）の画像で、正面の顔の下には別の顔があることがわかった。それは眉をひそめたしかめ面で、口を開いた表情をしている。この像の建立を命じた光明皇后（701〜760年）（興福寺の創建者の藤原不比等（659〜720）の娘）が、1歳を迎える前に死んだ自分の息子（皇太子）への顕彰として、この最初の顔の上から漆を塗り重ね、少年のような表情の顔を新たにつくらせたのではないかと考えている研究者もいる。
一方、胴体は細身で、女性的ですらある。上衣と袴はやさしく流れるような、現実的な表現となっている。一番上の腕は太陽と月のシンボルを掲げ、2番目の腕は弓と矢を持っていたのであろう。一番前の腕は祈りのポーズで、仏陀の教えを聞きながら悔い改めている様子を表現しているのであろう。





